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田淵 需要を超えたものを生産するこ

とによって起きる供給過剰で、世界中

がデフレに陥っています。この状態は、

今後しばらく続くのではないかという

気がしますが、どう思われますか。

牛尾 1 9 9 0年の東西陣営の和解で、す

べての社会主義国家が市場経済を目指

すようになりました。社会主義国家は

計画経済ですから、「人間は必要なもの

しか使わない」という前提に立って、

計画的生産に対して需要を低めに計算

します。ですから、供給も競争があり

ません。

しかし、市場経済が導入されると、

欲しいものを買うようになります。

n e e d s（必需品）からw a n t s（欲しいも

の）を買うようになるのです。これに

よって、消費はとめどなく膨らむこと

になります。供給する側も、必需品だ

けつくっていたのでは競争に勝てませ

ん。そこで、来年、再来年欲しがるよ

うなものをつくろうという価値観が生

まれます。これが第3世代、第4世代と

進むと、さまざまな予測の技術ができ、

いい製品ができるようになります。

中国は、計画経済とはいっても、地

方は勝手にやっています。いわば地方

分権の計画経済で、地方同士が競争し、

過剰にものをつくっているのです。内

陸部では時代遅れのものになりがちで

すが、たとえ時代遅れでも、それしか

ないから売れるのです。こういう状態

なので、必要なものは生産過剰ですが、

欲しいものは足りないということにな

ります。いまの世界経済はこれによっ

てバランスが保たれているわけです。

田淵 銀座にはブランド品店が次々に

できて、商品が売れていますね。「不況

だ」というけれども、やはり日本人は

金持ちだと思います。

牛尾 それは、日本人がものを選んで

買うようになったからです。すなわち、

消費のレベルが上がったということで、

購買力は落ちていないのです。そうい

う意味では、いま、デフレという言葉

は間違って使われていると思います。

「構造改革をするんだ」という小泉首相

の言葉には誰も反対できません。しか

し、構造改革に遅れた3分の1くらいの

業種は、完全に不況化しています。そ

れでも「改革なくして成長なし」とい

う小泉首相の言葉によって、「不況対策」

「景気対策」とは言えなくなりました。

そこで、みんな「デフレ対策」と言い

出したのです。

しかし、日本はデフレかというと、

そんなことはありません。日本で消費

されている財・サービスの5 0％は、1ド

ル＝2 0 0円という計算でもまだ高いんで

す。購買力平価は1 6 0円くらい、為替は

1ドル＝1 1 5円くらいで釣り合います。で

すから、1ドル1 1 5円を割ったら、デフ

日本は決してデフレなど
ではない
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レだと言うこともできるでしょうが、

まだそこまでいっていません。電力、

食べ物、サービス、その他もろもろ、

日本よりも海外のほうが安いと思いま

す。自動車も、米国で買うより日本で

買うほうが高い。それでなぜ、日本が

デフレだと言うのでしょうか。

田淵 これはやはり、規制によるもの

でしょうか。

牛尾 政治家が、「不況対策」「景気対

策」という言葉を使えなくなったから

です。「デフレ対策が必要だ」「デフレ

をインフレに変えよう」とみんな言っ

ていますが、日本の物価の半分は、い

ま、国際標準に平準化しようとしてい

る。これは好ましいことなんですよ。

その一番いい例が電話料金です。私

もK D D Iの経営に携わっていますが、料

金がどんどん安くなっているにもかか

わらず、利益は出ています。コストを

下げることによって競争力が増し、安

く売っても利益が出ているのですから、

これをデフレとは言いません。悪いデ

フレというのは、需要が少なすぎるた

めに、高く売れるはずのものが安くな

りすぎていることを言うんです。

田淵 しかし、つくったものが売れな

いということをよく耳にします。

牛尾 それは、売れないものをつくっ

ているからでしょうね。去年売れたも

のが、今年も売れるはずだと思ってい

るからです。「景気が悪いから売れな

い」と言うのは間違いで、消費者が

「もう買いたくない」と思っているから

です。これは、消費構造が変わったと

いうことを意味します。

サービス業は、いま供給不足です。

たとえばマッサージは、大変な成長産

業で、マッサージの国家試験は年々受

験者が増えています。米国でも、サー

ビス業はどんどん成長しています。サ

ービス業には、老人介護もあれば、ホ

ームヘルパーもあります。要するに、

主婦が働きに出るようになったので、

これまで主婦がただでやっていたこと

が職業化しているのです。

自分の両親の世話をするのは介護サ

ービスになり、自分や家族の食事は外

食やデリバリーに、子供の勉強は自分

で教える代わりに家庭教師が教えます。

本来、主婦が一手に引き受けていたこ

とが、全部サービス業になっています。

エステティックやネイルアートなど

も需要が高く、ホテルの中にあるネイ

ルアートの店の前には、夜でも女性が

並んでいますよ。

田淵 日本でも造船業がなくなり、い

ずれ米国のように鉄鋼産業もなくなる

でしょう。もし、サービス業を裏付け

る家政婦産業というものがなかったら、

国益に貢献しないマッサージのような

ものばかりになってしまいます。

牛尾 日本が得意なのは、マッサージ

をする代わりに、マッサージ器をつく

ることです。これは大変よく売れてい

ます。高いものでも4 0万円くらい、2 2

万～2 5万円くらいでも買えます。マッ

サージにお金をかけるくらいなら、マ

ッサージ器を買ったほうが結果的には

安い。これは、サービスの商品化です。

田淵 日本が得意なロボット技術です

ね。

牛尾 そうです。日本は、サービスの

ためのロボットを世界中に売るように

なっています。たとえば、朝にコーヒ

ーが飲みたければ、翌朝コーヒーが沸

くように、前の晩にタイマーをセット

しておけばいいわけです。最近は、買

物をしてくれるサービスにもお金を払

うようになっていますからね。料理も

つくってくれる、食事の時に温めるだ

けでいいというサービスもできていま

す。全部エレクトロニクス化している

わけです。

田淵 ユビキタス・コンピュータとい

うものですね。

牛尾 そうです。今度I P（通信プロト

コル）アドレスがバージョン6になる

と、すべての機械にアドレスが入るよ

うになります（現在のインターネット

の接続規約〔バージョン4〕では約4 3億

個のアドレスしかなく、1人が複数の端

末を使うようになると不足する。その

ため、バージョン4の4乗個という、ほ

ぼ無限のアドレスをもつバージョン6の

導入が予定されている）。そうすると、

携帯電話ですべて遠隔操作ができるよ

うになります。電気を消し忘れて外出

してしまっても携帯電話で消すことが

できるし、帰宅3 0分前にエアコンをつ

けたり、風呂を沸かすこともできるよ

うになります。こういう「生活の製品

システム化」の分野における日本の技

術力は優れています。

田淵 話は変わりますが、米経済がい

ままではうまくいっていたのは、産、

軍、学、この3つの共同体がうまく機能

していたからだと言われています。

軍に思い切って資金を投入する。そ

して、その一部が産に払い下げられる。

他方、学はそのまま産につながるよう

な勉強を教える。それが、ここ2 0～3 0

年、米国がいい回転をしてきた大きな

産・官・学が横に動けるような
しくみづくりが重要

田淵節也

「生活の製品システム化」が
日本の新たな産業になる
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要因です。

日本も、いまや学は「象牙の塔」で

はありません。産と学の提携でやって

いかなければなりません。産も、もう

終身雇用はナンセンスだということで、

能力主義に変わりました。つまり、産

と学はこの1 0年で明らかに変わったの

です。

あとは、官を上手に利用することだ

と思います。頭のいい人が大勢いて技

術者もたくさんいるのですから、官を

叩くのではなくて、産、学、官が一体

になって国益を考える。それが、一番

大事なことではないかという気がして

なりません。

牛尾 日本が米国と違うのは、1つは軍

の存在ですね。米国では、科学技術分

野における軍の役割が非常に大きいで

すからね。インターネットもレーダー

も、もともと軍が開発した技術です。

米国には、ランド研究所やN A S Aをは

じめ、さまざまな科学技術系の研究所

がありますが、そこでは軍事目的とは

思えないほど、きわめて具体的な研究

をしています。こういうところで開発

された技術は、3年くらいで全部民間に

放出されます。

研究も、民間人が入って共同で行っ

ています。日本との一番大きな違いは、

官と産と学の間を、自由に横に歩ける

社会だということです。

日本は縦社会の中で上がったり下が

ったりする構造で、横に行けないのが

問題です。しかし明治時代には、縦型

社会といっても3分の1くらいの民間企

業の人たちが横に動いていました。横

に動かなくなったのは、戦後日本の最

大の欠陥です。

田淵 いずれにしても、日本は官なし

ではやっていけません。今後も相当大

きいウエイトを占める組織なのですか

ら、大学が象牙の塔から下りてきたの

と同じように、官も縦の社会をやめて

民間と交流し、給料も同じにする──

それを急いでやることが、日本の今後

にとって一番大事なことだと思います。

牛尾 国立大学が2 0 0 4年の4月から独立

法人化され、大学の先生は公務員では

なくなることが決まりました。これで、

大学の先生と企業の役職を兼任できる

ようになります。

国立大学の独立法人化と非公務員化

により、まず学と官、学と産の間の動

きが自由になります。と同時に、これ

まで文部科学省の天下り先だった大学

の事務局長の職にも、民間人を登用で

きるようになります。

もう1つ最近目立つようになったの

は、官僚が3 5～4 5歳でどんどん辞めて

いくことです。官は優遇されすぎてい

ましたが、これからは天下りなどでき

なくなるし、局長人事なども政治家の

アポインティ（任命）になります。こ

れではつまらないということで横へ動

き出した。これは、ある意味ではいい

ことだと思います。

あとは産のほうで、取締役になった

人について、「この人は社長に向いてい

る」「この人は大学に出したほうがい

い」「この人は政治家にするとなかなか

いい」というように人材を分けて、時

期がくるまで他社へ社外役員として出

してプールしておくことです。横への

動きを促進すると同時に、横に動いた

人材が次の仕事が決まるまでの間、き

ちんとした待遇をするウェイティン

グ・ボックスがなければなりません。3

年くらいはなんとなく生活できて、勉

強もできるという時期が必要です。そ

れをアレンジするのが、これからの経

済団体の役割だと思います。上位5 0社

くらいは、そういうポジションを設け

る責任があると思います。

田淵 確かに、資金はあるんだから、

優良企業にはそういう責任をもたせな

いといけないですね。

田淵 いま、世の中に閉塞感のような

ものが漂っています。その理由が何な

のか、さまざまなことが言われていま

すが、私はどうも銀行が閉塞感のもと

のような気がして仕方ありません。「公

的資金を早くもらえ」「いや、もらう必

要はない」などと、そのあたりがどう

なっているのか全然わかりません。閣

僚によって言うことがばらばらですし

ね。

牛尾 いま、日本の社会を改善するた

めには、4つの大きなポイントがありま

す。まず、小さな政府にして官のやっ

ていたことを民に移すことです。次に、

構造改革の基本である規制撤廃です。

さまざまな古い規制を全部撤廃する。

撤廃するだけでは駄目ですから、新し

い日本のルールをつくらなければなり

ません。もう1つは、税制改革です。税

制を変えて、規制を撤廃するというの

は常道です。

さらに日本の場合、もう1つやらなけ

ればならないことがあります。金融問

題をどうやって解決するかということ

です。1 9 9 1年ころから起こったこの問

題は、1 0年経っても先送りされていま

す。

田淵 私は金融の専門家ですが、どう

なっているのか、ますますわからなく

なっています。

牛尾治朗

いま、日本が取り組むべき
問題は４つある
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牛尾 それは、政治家という金融の素

人が舵取りをしているからです。「中小

企業を潰すな」と言いますが、不良債

権が総額で7 0兆円あるとして、7割は中

小企業向けの融資です。潰さないでお

金だけ貸していると、翌年また赤字が

出ることになります。ですから、問題

を解決するためには、業績不振の中小

企業に退場していただかなければなり

ません。実は、中小企業の経営者の半

分くらいは「もう辞めたい」と思って

いるのです。それなのに銀行は、「頑張

れ」と言ってお金を貸すのです。

上場会社の経営者は、有限保証です。

最近は、ほとんど個人保証することは

ありません。それに対して、中小企業

の経営者の保証は無限保証です。無限

保証ではひどいから株式会社という制

度をつくって有限保証にしているのに、

中小企業に対しては、個人名義でお金

を貸して、個人保証させているんです。

田淵 それを片づけないと閉塞感がな

くならないということは、小泉首相が

頑張っても駄目だということでしょう

か。

牛尾 ですから、4番目のポイントが銀

行の不良債権処理なんです。さらに、

税制改革は小さい政府と連動させない

といけません。政府が無駄をやめた部

分を、儲かった会社に使わせるのです。

ですから、法人税を5％減税すべきだと

言ったのです。市場で競って認められ

た会社は儲かっているのですから、そ

ういった会社は減税すれば、政府の5倍

くらい効率よく減税分のお金を使うは

ずです。それが全体の経済を浮上させ

ることになります。

開発減税とか投資減税などで、儲か

っていない企業に対する減税をしても

無駄です。税金が1割や2割減ったから

といって、その分を設備投資に回して

も、成功するはずがありません。

田淵 日本には株式会社が約5 0 0万社あ

りますが、そのうちの8割近くが赤字で

すよね。

牛尾 そうです。7 5％の企業が赤字で、

税金を払っていません。いまのような

話をすると、「大企業優遇、弱者切捨て

だ」と言われますが、そんなことをい

ま言っているようでは、笑われてしま

いますよ。しかし、小泉首相は私の話

を聞いてくれていますから、徐々に変

わりつつあります。

田淵 世界各国は、日本発の不況に巻

き込まれるのが一番困ると思っていま

す。日本はいまでも1人当たりのG D P

（国内総生産）が世界第2位なのですか

ら、無理もありませんが……。

牛尾 日本のG D Pは世界の1 5％を占め

ています。人口が世界の約2％で、面積

が世界の約0 . 3％なのに経済は1 5％です

から、これは奇跡です。日本はすごい

国なんです。

田淵 それは、1 9 8 7～8 8年までにつく

り上げたものですね。

牛尾 そうです。それからあとの人は、

本当に働いていません。いまの人は国

のことも考えていないし、使っている

だけ。「蟻とキリギリス」のキリギリス

です。

田淵 しかしまだ、1人当たりのG D P

は、世界で2番目です。

牛尾 そう、まだ間に合います。進歩

というものは、やはり働いて汗をかく

量に比例するものです。モーレツ社員

がいいとは言いませんが、少なくとも

日本人のうちの、人の上に立とうとい

う1 0％くらいの人は、もっと働かなけ

ればいけません。

日本人のいいところは、完璧主義だ

というところだと思います。そして、

几帳面なこと、現場主義だということ

です。さらに、集団でやりたいという

集団主義、これらはみな企業に向いて

いる性格です。

小泉首相も言っていますが、1 0年間

放置してこれだけ傷んだ国が、国民の

苦痛なしによくなるはずがありません。

みんな実力を超えた生活をしているの

ですから、破滅するのは当たり前です。

みんな生活レベルを落とさないと駄目

です。しかし日本は力はありますから

ね。きちんとやっていないところが、

赤字になるんです。

田淵 「赤字は株式会社の罪悪である」

という感覚がなくなってきましたね。

「よそも赤字だからうちも赤字でいい」

という感覚になっています。

牛尾 特に銀行など、競い合って不良

債権を出しています。松下電器まで

4 0 0 0億円の赤字を出しました。松下幸

之助さんは、かつて松下グループの会

合で、「赤字の人は手をあげなさい」と

挙手させて、「あなた方、今日ここまで

どうやって来たんです」と聞いたとい

います。「道を歩いて来ました」と答え

ると、松下さんは「道は税金でつくっ

たものです。あなたたちは、税金を払

っていないのだから歩いてはいけない

んですよ」と、恥をかかせたそうです。

社会貢献などと言う前に、まず税金

を払いなさいと言いたいですね。赤字

の会社は、社会貢献などする必要はあ

りません。松下さんは、「税金を払うこ

とが社会貢献だ」と言っていました。

田淵 小泉首相も次の段階は、国民に

対してそれを言わないといけませんね。

牛尾治朗（うしお・じろう）
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9 5年4月～ 9 9年4月経済同友会代表幹事を

務め、のち特別顧問（終身顧問）。内閣府

経済財政諮問会議議員、日本ベンチャーキ

ャピタル取締役名誉会長、極端紫外線露光

システム技術開発機構（E U V A）理事長な

ど役職多数。9 0年より笹川日中友好基金

運営委員、2000年より同運営委員長。

人の上に立とうという人は
もっと働かなければならない
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SPF Update

第2次中国人民解放軍佐官級訪日研修団を迎えて
──「日中安全保障研究交流」事業──

■ 笹川日中友好基金事業室室長　窪田新一

話は1 9 9 6年に遡る。その年の5月、突

然、在日本国中国大使館国防部武官・

金友国上級大佐が笹川日中友好基金を

訪れた。何か共同で仕事をしたいとい

うお話をもってこられたのである。当

時は台湾海峡の緊張がまだ続く中であ

ったにもかかわらず、一般的な会議開

催等の共同事業実施のお話だった。

同年8月に、窓口とされた中国国際戦

略学会の徐信会長を笹川陽平笹川日中

友好基金運営委員長（当時）が訪問し、

第一歩が踏み出されることになった。

その後、台湾海峡の緊張などいくつか

の問題が発生する中、何回か事務局レ

ベルでの往来を経て、9 8年1月、遅浩田

軍事委員会副主席国防大臣が来日され

た際、日本側より日本語上級通訳の養

成を毎年2人、5年間継続して行う事業

計画を提案し、中国側の快諾を受けた。

この事業は翌9 9年4月より実施され、本

年（2 0 0 2年）、4年目を迎えている（「安

全保障問題専門家養成」事業）。

事業開始に向けS P Fと中国国際戦略

学会の交流は密度を増し、1 9 9 8年9月に

は訪中団（団長：笹川陽平笹川日中友

好基金運営委員長〔当時〕）を派遣し、

遅浩田国防部長、熊光楷副総参謀長・

中国国際戦略学会会長との会見が行わ

れた。この際に、初めてT r a c k - 2による

安全保障分野の交流という基本概念と

同ルートによる交流の促進が確認され

た。

翌9 9年1月には、苗樹春中国国際戦略

学会秘書長（当時）を日本に招き、

T r a c k - 2交流計画の草案を策定した。同

年1 2月には中国人民解放軍退役将軍代

表団一行9人を日本に招き、橋本龍太郎

元首相、瓦力防衛庁長官（当時）、藤縄

裕爾統合幕僚会議議長（当時）と会見

し、中国側がT r a c k - 2安保交流を進める

大きなきっかけとなった。

このT r a c k - 2安保交流事業が日中両国

で公に認知されることになったのは、

2 0 0 0年1 0月に橋本元首相を団長とする

安全保障交流訪中団が江沢民中国国家

主席を訪ねてからのことである。その

時の会見の席上で、橋本元首相が江沢

民国家主席に、佐官級の軍人同士の交

流を毎年2 0～3 0人、1 0年間行うことを

提案して合意が成立し、現在に至って

いる。

0 1年4月には、第1次の中国人民解放

軍佐官級訪日研修団一行1 9人が来日し、

防衛庁、研衛研究所、陸上・海上・航

空自衛隊の各基地での交流が実現した。

また、防衛庁長官、統合幕僚会議議長、

橋本元首相への表敬訪問も実現してい

ることは、防衛庁もこの事業を重視し

ている証左と言えよう。

その後、李登輝訪日や小泉首相の靖

国神社参拝などがあり、政府間での交

流は若干齟齬をきたすこととなったが、

本事業のT r a c k - 2による交流は不変だっ

た。0 2年2月には、日本側から防衛庁佐

官級訪中研修団一行1 0人を派遣し、国

防大臣、副総参謀長との会見、陸・

海・空3軍の基地視察および交流が実現

し、第1次の日中両国の相互交流は完結

した。

同年4月の小泉首相の靖国神社参拝に

より、防衛庁長官訪中、中国海軍艦艇

訪日が延期されたままになっている現

状において、第2次中国人民解放軍佐官

級訪日研修団一行2 3人の来日の実現

（同年7月）は特筆すべきことである。

交流の内容は昨年と同様だが、社会的

に注目を浴びるところとなり、テレビ

のニュース番組でも報道された。本年

度中には第2回目の防衛庁訪中研修団を

派遣する予定であり、T r a c k - 2による交

流がより充実していくことが期待され

ている。

海上自衛隊横須賀基地を見学中の一行（2002年7月）

今回は本事業が実施されるに至った経

緯を中心に報告する。事業目的および

第1次訪日研修団については、S P Fニュ

ーズレターN o . 4 6（2 0 0 0年1 2月発行）を

ご参照いただきたい。

それは、中国側の要請で
始まった

Track-2の交流へと
発展した事業

障害を乗り越え社会的に
認知されるまでに



の皆さんに、いかなる宗教もその本質

はテロとはなんのかかわりもないこと

を知っていただきたいという気持ちが

ありました。

フセイン その意味で、あの会議は十

二分に役割を果たしたといえると思い

ます。先のような誤解を解くことがで

きたほか、活発な知的討論を通じ、宗

教というもののいくつかの側面につい

て、来場者の皆さんを啓蒙することが

できたと思います。

宗教問題は、昔から常に大きな論争

点となっていました。政治と宗教は互

いにからみ合い、政治問題はしばしば

宗教的な色あいを帯びるものです。宗

教には人の感情を引きつける力があり、

この傾向は知識・教育水準の低い層に

おいて顕著です。この現象はあらゆる

宗教でみられます。なぜなら、宗教の

魅力は運命を転換させるところにあり、

人々の心に訴えるものだからです。

宗教について合理的な理解が欠けて

いると、誤解を生じやすくなります。

教育を受けた人々は、書物や有識者の

意見など、さまざまな情報源から宗教

について理解して意見を培うことがで

き、宗教の発信するメッセージを正し

く受け取ることができます。しかし、

あまり知識のない人は、宗教について

誤った理解をし、政治的な目的から宗

教熱を扇動する人間に利用されてしま

うことがあります。このため、宗教に

関する問題の本質がみえなくなりがち

なのです。

入山 このような問題については、ど

のように取り組んだらいいのでしょう

か。

6

入山 映 まず、大使にもご出席いただ

いた「イスラム文明との対話」会議
＊
の

感想からお話しください。

トキール・フセイン S P Fが素晴らし

い専門家を会議に招いたことに感銘を

受けました。彼らによって来場者のイ

スラムに対する理解が深まっただけで

はなく、私自身もイスラムについてよ

り深く理解することができました。1人

のムスリムとして、自分の宗教に強い

関心をもち、学術的な知識までは必要

なくても、ある程度の素養は必要だと

考えています。最近、イスラムに関係

するニュースが非常に多く、またイス

ラムに関連した政治的な出来事が頻繁

に起こっています。会議では充実した

議論をすることができました。

入山 マスコミは、イスラム過激派の

存在を強調しすぎているように思いま

すが、過激派というのは、ほかのどん

な文化でも存在するものではないでし

ょうか。

フセイン パキスタンについても誤解

があると思います。先の会議でも、こ

ういった誤解がみられました。ある参

加者が、パキスタンにおけるイスラム

過激派の政治力を誇張し、パキスタン

政府の政策、ひいては印パ関係さえも

過激派の力によって大きく左右されて

いるかのような発言をしていらっしゃ

いました。幸い、私はこの方とゆっく

りお話しする機会があり、誤解を解く

ことができました。優秀な学者は皆そ

うですが、この方もやはり偏見のない、

頭の柔軟な方で、きちんとご理解いた

だけたと思っています。

入山 会議の目的の1つとして、来場者

フセイン 政治問題に宗教が関連づけ

られていたとしても、それが本当に宗

教にかかわるものとは限りません。政

治問題は純粋に政治問題としてとらえ

るべきで、そこに宗教的要素が利用さ

れているからといって、直ちに宗教を

断罪すべきではありません。現在行わ

れているイスラムや宗教に関する論議

で最も危険なのは、あらゆる政治問題

がテロについての議論と一緒くたにさ

れている点です。政治問題は、テロと

は切り離して論じるべきです。

入山 多くのアラブ諸国で高教育層が

過激派を支援しているらしいという話

を聞きますが、パキスタンの事情はい

かがですか。

フセイン 同時多発テロ事件後、パキ

スタンのムシャラフ大統領は、対テロ

国際協力に対する支持を表明しました。

パキスタン国民の多くは、この英断を

支持しています。

入山 難しい決断だったでしょうね。

フセイン 簡単なことではありません

でした。パキスタンの少数派は、欧米

テロリズム撲滅は全世界共通の課題
──宗教と利害の対立を超えて──

SPF Interview

パキスタン大使　トキール・フセイン

笹川平和財団理事長　入山　映

宗教に関する問題の本質を
みえなくしているもの

ムシャラフ大統領の決断で
パキスタンは変わる

トキール・フセイン
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のパレスチナ政策やボスニアへの対応、

あるいは彼らに直接関係のないパキス

タン政府の政策に対してでさえ、大き

な不満をもっています。そして彼らは、

その不満を表明するチャンスを逃しま

せん。

入山 国際メディアが「武闘派」と称

しているグループですね。

フセイン これらの人々を十把ひとか

らげに「過激派、右翼、武闘派」とす

る見方もあるでしょう。しかし、彼ら

の思想にはさまざまな相違点がありま

す。同じ信条をもつグループもあれば、

ごく一部しか共通点がない人々もいる

かもしれません。たとえば、若者や大

学生は理想主義に走る傾向が強いです

ね。

入山 「学生革命」ですね。

フセイン 理想主義者は、その理想を

アピールするために、コミュニズム、

社会主義、宗教的テロなど、あらゆる

手段を利用します。しかし、このよう

な運動に加わっている人のすべてが完

全に同じ思想とは限りません。

自らその目的を理解していない武闘

集団もあります。彼らは自分がみたい

ものしかみません。鏡をみているよう

なものなのです。たとえば彼らは、オ

サマ・ビンラディンを米国に対する抗

議のために立ち上がったと賛美します

が、ビンラディンが人道的にきわめて

深刻な罪を犯したことは理解していま

せん。

入山 会議で、米国の「一国主義」を

強く非難した参加者が2人いました。1

人は、米国一国主義は形の違うテロリ

ズムだとまで言いましたね。

フセイン 批判することは簡単ですが、

私はその2人とは意見を異にしていま

す。パキスタンは米国と長く友好関係

を築いており、ソビエト連邦のアフガ

ニスタン侵攻の際には同盟国として協

力しました。その時、日本もパキスタ

ンの協力国でした。しかし、残念なが

ら欧米はアフガン紛争のあと、その余

波に苦しむ私たちになんの手も貸して

くれませんでした。

入山 当時のパキスタンの貢献につい

ては、広く理解されていますし、いま

は状況が大きく変わっています。

フセイン 歴代のパキスタン政権の中

には、国家の問題にうまく対応できな

かった政権があったことも事実です。

戦後、パキスタンは十分な国際援助を

得ることができず、そのためパキスタ

ンが抱える問題はどんどん深刻化して

いきました。さらに、「パキスタン人は

全員過激派だ」と国際世論の非難の的

にまでなりました。しかし、ムシャラ

フ大統領の決断によって、今後は我が

国も数々の問題にきちんと取り組んで

いけるのではないかと思います。

入山 この問題では、政治情勢を説明

しようとして宗教的側面が強調されす

ぎるきらいがありました。実際、印パ

関係についても、宗教間の対立による

ものだという解釈をしばしば耳にしま

す。

フセイン それは事実ではありません。

パレスチナを例にとってお話ししてみ

ましょう。パレスチナ人は、彼らの権

利を回復するために、イスラエル政府

と闘っており、世界の多くの人たちが

パレスチナ人に同情を感じています。

ところが、現イスラエル政府は何もか

もテロ扱いして、さらに欧米諸国はナ

チスドイツによるユダヤ人迫害などの

歴史的経緯からユダヤ人に同情的です。

しかし、イスラエルとパレスチナの対

立は、現在の状況から読み解く必要が

あります。独立国家であろうとする国

や地域にとって文化や宗教は非常に重

要ですが、宗教の統一的・定義的な力

が、人々の希望に相反するものであっ

てはなりません。

入山 日本もロシアとの間に領土問題

を抱えていますが、これには宗教はま

ったく関係していませんからね。

ここ数年、イスラム諸国の「イスラ

ム国家は、欧米文化的要素をある程度

取り入れてきた」という主張をしばし

ば耳にしました。しかし逆に、「イスラ

ムの価値観には、キリスト教、仏教な

ど、他の宗教や、国際社会と共有でき

る部分がある」という声もあってよさ

そうに思うのですが……。

フセイン 利害が衝突する者同士が理

解しあうことは困難です。それは、コ

ミュニケーションや努力が足りないた

めというより、お互いの利害、文化、

政治が対立するため、正しく理解しあ

う土壌を築くことができないためです。

たとえば、パレスチナ・アラブは、

イスラエル側ときわめて大きな政治

的・国家的利害の対立があり、総合的

な政策も完全に対立しています。もし

コミュニケーションだけの問題なら、

お互いを理解することはずっと簡単で

す。世界はまるで違ったものになるで

しょう。そうすれば、S P Fが行ってい

るような事業も、いまよりずっと大き

な影響力をもつようになります。

入山 希望をもち続けるしかありませ

んね。

フセイン そうですね。現実には、利

害の対立、先入観、考え方・解釈・政

策方針の違いなどによって、お互いが

そもそも相手を受け入れない姿勢にな

っているのです。異なるものの見方を

宗教と利害の対立を超える
国際関係を築くために

入山　映



もっていることがキーポイントで、中

曽根康弘元首相が8 0年代半ばに我が国

を訪れた際には「パキスタンは前線国

家であり、パキスタンの安全保障は日

本国の安全保障でもある」という趣旨

の発言をしています。

パキスタンにとっても、日本は主要

な貿易相手国の1つであり、同時に最大

の投資国・支援国でもあります。両国

の関係を科学技術等の新たな分野に広

げていきたいと考えています。今後2年

間で国内7カ所にITを教える大学を設

立する計画ですが、将来、これらIT分

野の大学の卒業生が、日本企業にとっ

て大切な人材となるかもしれません。

入山 最後に、米同時多発テロ事件が

パキスタンに与えた影響についてお話

しください。

フセイン 事件の捜査で、世界のあち

こちでテロ組織が摘発されました。欧

州ではドイツやイタリアや英国、そし

てトルコやモロッコなどのアフリカ北

部、中央アジア、アフガニスタン、さ

らにパキスタンでも、何度かそういう

組織の摘発が行われました。世界貿易

センタービルを爆破したテロリストは、

米国をはじめ世界各地へ自由に移動し

ています。テロリズムには、特定の国

も宗教も関係ありません。

テロリズムは人道に対する犯罪であ

り、この人類共通の敵を撲滅するには

人類全体の協力が必要です。これは単

独の国家の闘いではなく、全世界の課

題なのです。

受け入れるためには、自分自身の思想、

財産、土地の問題などの折り合いをつ

ける必要がありますが、これはきわめ

て難しいことなのです。逆に、自分の

考え方を知ってもらおうとしても、猛

烈な抵抗にあいます。

入山 S P Fは民間非営利団体として、

また市民社会団体として、公的セクタ

ーより優れている部分があると自負し

ていますが、パキスタンでの市民団体

の活動状況はいかがでしょうか。

フセイン 我が国でも市民活動は盛ん

です。人権擁護団体、慈善団体、民間

の環境保護団体や囚人権利保護団体な

ど、さまざまな団体があります。パキ

スタンには国会がないため、民主化が

十分でないと非難されますが、パキス

タンの新聞をご覧になればわかるよう

に、報道の自由はしっかり守られてい

ます。

我が国が、世界で最も報道の自由を

保障している国の1つだと理解している

人はまだ少数です。しかし、パキスタ

ンの新聞はすべてネットで閲覧でき、

その多くが英語で、高い水準の記事を

掲載しています。小泉首相に対する日

本のマスコミ報道など、こちらのムシ

ャラフ批判に比べればはるかに可愛い

ものです。

今年1 0月に選挙がありますが、この

選挙でパキスタンの政治はさらに活性

化されることになるでしょう。

入山 今年は日パ国交樹立5 0周年です。

両国関係の歴史をどうお考えになりま

すか。

フセイン パキスタンと日本の国交は、

日本が戦後の経済再建に邁進していた

1 9 5 2年に確立されました。日本の工業

化は織物工業を中心に進みましたが、

織物工業は当然のことながら綿に大き

く依存しています。パキスタンは昔も

いまも綿の主要産出・輸出国です。当

時、国内の織物工業が未発達であった

ため、日本への綿出荷量は膨大なもの

でした。そして、当時の日本はパキス

タンを主要貿易相手国として認識して

いました。

住友、三菱、ニチメン、三井といっ

た大手商社や東京銀行がパキスタンに

築いた海外拠点は、そのころのもので

す。東京銀行のカラチ支店は、海外支

店としては4番目だそうです。日本人で

このことを知っている人は少ないです

が、日パ関係を国民感情面で支えるも

のだと思います。

長年にわたって、パキスタンが有力

なイスラム国家であることが、日パ関

係の進展に大きく寄与してきました。

パキスタンが地理的に戦略的重要性を
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日パの密接な交流の歴史と
今後の両国間関係

国際テロとの闘いは
一国ではなく全世界の課題

* 2 0 0 2年1月9日、S P Fの主催により開催。イラ

ン、エジプト、マレーシア、日本の識者5人

が、イスラムとジハード、異文明・異宗教間

の対話をどう進めるかなどについて議論し

た。本会議の議事録『Dialogue with Islamic

C i v i l i z a t i o n（英文）』は、オンデマンド出版

B o o k P a r k（w w w . b o o k p a r k . n e . j p）で販売中

です。お問い合わせはS P F広報まで。



ェラー財団へS P Fが直接協力を行って

いた時から数えると、すでに1 0年が経

った。LEAD ジャパンは、慶應義塾大

学をホスト機関として運営されている。

これには、大学を近未来のあるべき姿

に改革していくプロトタイプとしての

意味がある。世界の各プログラムがロ

ックフェラー財団からの資金援助で成

り立っているのに対し、日本のプログ

ラムは財政的に自立している。

L E A Dのテーマである「環境と開発」

は、本来、国を単位としていては扱い

きれない問題である。特に持続可能性

の問題は、国家間では解決できない。

発展途上国は「先進国に経済的に追い

ついたら温暖化ガス排出削減に取り組

む」という姿勢を取りがちだし、先進

国は「エネルギー効率の悪い途上国が

問題の根幹だ」と考えがちである。現

在の世界のガバナンスは、政治的には

民主主義プロセスに、経済的には市場

メカニズムに拠っている。しかし、民

主主義プロセスに、持続的成長に最も

利害を有する将来世代には参加のしよ

うがないし、環境は市場における価格

形成にはなじまない。国境の枠を超え

た合意形成の場など、存在しないので

ある。

アジア・パシフィック・イニシアテ

ィブの構想は、自立・分散・協調を旨
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米国、欧州に比較して、アジア太平

洋地域の国々はさまざまな面で多様性

に富んでいる。所得水準、面積、宗教、

人種、価値観など、まちまちである。

同地域では、グローバル化により、歴

史観を異にする多様な社会が直接向き

合うことになり、紛争の種はむしろ増

えている。だが、アジア太平洋地域は、

世界で最もダイナミックで、国際社会

における将来性の面からみて、最も重

要な地域である。

現在、アジア太平洋地域の大学は欧

米へ目を向けており、同地域のコミュ

ニケーション・ネットワークは存在し

ない。そこで、L E A Dジャパンのアジ

ア・パシフィック・イニシアティブは、

研究交流、政策提言、情報発信のため

のネットワークの拠点の設置を提案し

ている。

この構想は、①次世代インターネッ

ト放送による市民社会への直接の情報

発信、②アジア太平洋地域の大学・研

究機関による共同研究と政策提言、③

大学院レベルにおける共通プログラム

の実施、の3つを柱としている。

L E A Dプログラムが日本で発足して6

年、同プログラムを創始したロックフ

としている。アジア太平洋地域の広大

さ、多様性を考えると、各関係機関の

自発的な協力が不可欠である。また、

各関係機関が自らの問題として取り組

むことによって、初めて実現可能とな

る。そこで、関係機関それぞれが自ら

の目的、機能、財政基盤の範囲内で、

構想全体のうち賛同する部分について

実施する、ネットワーク型の組織原理

をとっている。

コンテンツ側、資金側の関係機関は

多様であることが予想される。幸い、

L E A Dジャパンの運営委員会には、本

構想を支持する各機関の代表がすでに

参加している。彼らは、連絡調整機能

を果たすだけでなく、L E A Dジャパン

のセッションやフィールド調査を共同

実施するなど、コンテンツ面でも実質

的な連携関係を保っている。今年度前

半を合意形成に費やし、アジア・パシ

フィック・イニシアティブの実施プラ

ンも具体化してきた。産・官・学・

N G Oが忌憚なく意見交換できる国際的

なオープン・プラットフォームとして

育つことが期待される。欧米型のピラ

ミッド型の組織を脱して、多様な実態

を反映したアジア型の参加型ネットワ

ーク型組織をできるのか、これからが

チャレンジである。

LEADジャパンは、8月に開催された

「持続可能な開発に関する世界首脳会

議」（ヨハネスブルグ･サミット）のタ

イプI Iパートナーシップにアジア･パシ

フィック･イニシアティブの構想を提出

し、現地で行われた発表会に参加した。

この提案書は、ヨハネスブルク･サミッ

ト公式ウェブサイト（w w w . j o h a n n e s

burgsummit.org）のType 2 partnership

initiative内の“Science and Education”

と“C a p a c i t y - b u i l d i n g”に掲載されて

いる。

LEADジャパン・プログラムの視点
──アジア太平洋地域のネットワーク形成に果たす役割──

■ LEADジャパン・プログラム ディレクター・慶應義塾大学教授 鵜野公郎

Reports from the Field

「L E A D（Leadership for Environment and Development）プログラム」は、環境と開発の

ための次世代のリーダー育成と、人的ネットワーク形成を目的とした国際的な研修プログ

ラムである。L E A Dインターナショナルは本部をロンドンにおき、世界1 3の国や地域で活

動を続けている。現在L E A Dは、世界に1 2 0 0人ほどの専門家を擁するネットワークに成長

している。S P Fは1 9 9 4年度からこのプログラムに協力し、さらに、9 7年に日本における拠

点である「LEAD ジャパン・プログラム」が発足してからは、そのカリキュラム開発と研修

プログラムの運営を支援している。現在は、『L E A Dジャパンプログラム支援／フェーズI I』

が進行中である。

アジア太平洋地域における
ネットワーク拠点設置へ向けて

国境の枠を超えた合意形成の
場は存在しない

LEADジャパンの
ネットワーク組織と調整機能
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私が初めて日本を訪れたのは2 0 0 1年

1 0月のことでした。旅行の途中で一

晩、立ち寄っただけでしたが、時差ボ

ケと旅疲れの中で「とりあえず日本の

土を踏んだ」という実感があったこと

を覚えています。そして今年、S P Fの

お招きにより、再度、7月最後の8日間

を東京で過ごすことになりました。

この滞在は、私が長い間、日本に対

して抱いていたイメージのいくつかを

裏付けるものとなりました。しかしま

た、欧米のメディアを通じて見聞きし

ていたこととは違う意外な発見もあり

ました。

欧米人は、「日本人は不可解だ。何

を考えているかわからない。よそよそ

しく、機械のように働き続けている」

と言います。しかし、私が日本人に感

じたのは気品です。すなわち、洗練さ

れた礼儀正しさであり、寛大さでし

た。同じアジア人として、

私は日本人の目の表情を

読み取るすべを知ってい

ます。誠実さ、穏やかさ、

自分の任務に対するこだ

わりと意志の強固さを感

じました。日本人は、根

気が必要で長時間にわた

る労働を、疲れや嫌気を

みせることなく頑張りま

す。こうした感情を押し

隠しているのではなく、

苦もなく切り抜けている

のです。

私が驚き、感心するの

は、極度のストレスが生

じるような場面において

さえ、日本人は冷静さと寛大さを保つ

ことができるということです。激しや

すい欧米人は、髪をかきむしり、わめ

き散らします。彼らにとっては、興奮

することが前向きな姿勢を示す態度な

のです。しかし、アジア人は違いま

す。穏やかであるといっても、退屈だ

ったり、非創造的であるということで

はありません。

世界のどこを探しても、日本人の洗

練された美を追求する高い創造性、そ

して質素な上品さに比肩するものはほ

かにありません。

私は、東京近郊の風景にも感動しま

した。成田空港から東京に向かう途

中、低い丘に縁取られた狭い盆地に広

がる水田が目入りましたが、この水田

の風景は母国ミャンマーを思い起こさ

せました。ミャンマーの田んぼは1枚

1枚の色が異なってみえますが、日本

のそれは一様に深い緑色をしていまし

た。

また、東京は平坦なところだと思っ

ていました。人々は忙しそうに動き回

り、車は数珠つなぎになって、大都会

特有の汚れたコンクリートに埋め尽く

された喧騒の大都市というイメージが

あったのです。ところが東京は、緩や

かにカーブを描きながら上り下りする

通りが縦横に走る樹木の多い街でし

た。高層ビルは、できたばかりのよう

に美しくそびえていました。みんな忙

しそうにしていましたが、ほかの都市

のような乱暴なスピードではありませ

ん。そして、みんなきちんとした身な

りをしていました。

私が一番気に入ったのは、連れ立っ

て昼食や夕食に出かける年配のカップ

ルの姿でした。お洒落な服を着た女性

と、姿勢のいい男性──それもたいて

いは豊かな白髪の男性です。

着物姿の若い女性にも出会いまし

た。私には、まるで芸術作品のように

■ ミャンマータイムズ社外編集委員 マ・タネギ

World Report

同じアジア人の目に映った日本人
――ミャンマータイムズ記者の日本滞在記――

アジアクラブ、ミャンマー総合研究所、笹川汎アジア基金共催によるセミナー「スーチー女史解放後のミャンマー」で講演するロス・

ダンクリー氏とマ・タネギ女史

比肩するもののない
質素な上品さ

美しい風景、
そして美しい人たち
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みえました。着物地がいかに複雑に織

り上げられているか、さまざまな本で

読みました。私の国にも織物の伝統は

ありますが、これほどのものはありま

せん。

衆議院議員の方々とは、壁一面が書

籍や書類、ダンボール箱で埋め尽くさ

れた議員会館の2室だけの事務所でお

目にかかりました。この時ほど、民主

主義政府というものを実感したことは

ありませんでした。国会議員には平等

に同じ広さの事務所を与える──ミャ

ンマーが民主化された時、手始めにし

なければならないことはこれだと思い

ました。

議員会館の外でみたデモも、民主主

義の素晴らしさを示すもう1つの例だ

と思います。歩道で整然と座り込みを

続ける彼らのプラカードには、「戦争

反対」と書いてありました。私もまっ

たく同感です。彼らには戦争に対する

憎しみ以上のものがあるように思えま

した。

土曜日は自由行動でしたが、地下鉄

がさっぱりわからなかったので、友人

のアイコさんに新宿を案内してもらい

ました。

どうしても買いたい雑誌がありまし

た。ミャンマーの友人に、裁断・縫製

の方法が詳しく載っている洋裁誌の最

新号を買ってきてほしいと頼まれてい

たのです。解説はもちろん日本語です

が、こうした日本の雑誌は東南アジア

諸国で、大変人気があります。ヤンゴ

ンには日本の雑誌のバックナンバーを

販売する店が何軒かありますが、古い

号でも店頭に並ぶやいなや売り切れて

しまいます。自宅で縫製の仕事をして

生計を立てているミャンマーの女性た

ちは、そうした雑誌で最新の仕立て方

を勉強しているのです。

小さなことですが、これもミャンマ

ーが日本文化の恩恵を受けている例の

1つです。

ミャンマーには8歳くらいの日本名

の女の子がたくさんいるという話を、

アイコさんにしました。8年前、日本

のテレビドラマ『おしん』がミャンマ

ーで放映されました。番組が始まる

と、誰も家から出ようとしなくなり、

受話器は外されました。そして、たく

さんの女の赤ん坊が「おしん」と名付

けられたのです。

日曜日、ロス・ダンクリー（ミャン

マータイムズ社主）と私は何度か道に

迷った挙句、なんとかフリー・マーケ

ットの会場にたどり着きました。迷う

のもいいものです。ブティックや可愛

いらしいカフェが並ぶ、おしゃれな街

に出合うことができたからです。

フリー・マーケットが開かれていた

のは、すてきなお寺の境内でした。マ

ーケットに並べられた古着の着物や帯

も同様に素晴らしいものでした。優れ

た出来栄えにすっかり感心して、私も

一組買い求めました。

日本最後の日となったその夕方、別

の友人が築地市場を案内してくれまし

た。日曜日ですから市場はもちろん閉

まっていましたが、広々した通路を抜

けながら、彼は立ち並ぶ店々のにぎわ

いや市場の活気ある様子について話し

てくれました。

狭い店内にお客がいっぱいの寿司屋

にも入りました。お寿司は私の好物で

す。ミャンマーにも日本食レストラン

はありますが、このこぢんまりした店

のお寿司がミャンマーよりずっとおい

しかったことは言うまでもありませ

ん。

ご紹介したのは、日本から持ち帰っ

たたくさんの思い出のほんの一部にす

ぎません。何よりも印象深かったの

は、謹厳、勤勉、親切、フレンドリー

な人々です。

私はジャーナリストというよりは作

家なので、観光地を巡るより、人間を

観察したり、あちこち訪ね歩くことに

魅力を感じます。それでもやはり、富

士山はみてみたいと思っていました。

しかし、富士山がどこにあるか、聞く

機会がありませんでした。

帰りの飛行機の中でロスが、富士山

の美しさについて話し始めました。

「いつ見たんですか？」

私に一言も言わないで富士山をみに

行ったのかと、腹を立てながら尋ねる

と、彼は「窓からみえたんだよ」と、

私の剣幕に驚いたように答えました。

しかし、いつも靄がかかっていたは

ずです。彼は、「朝、一度だけきれい

に晴れ上がったことがあって、その時

にみたんだ」と言いました。「あれは

息を呑むくらいきれいだったなぁ」

富士山をみられなかったこと、これ

が今回の日本滞在で最も心残りなこと

です。

マ・タネギ（Ma Thanegi）

作家、ミャンマーで唯一の民間新聞社であ

るミャンマー・タイムズ社外編集委員。

1 9 8 8～8 9年、アウン・サン・スーチー女

史の私設秘書を務める。その後逮捕され、

3年間の投獄生活の後、92年、釈放される。

著書に “The Illusion of Life: Burmese

M a r i o n e t t e s”（9 4年White Orchid Press発

行）、“The Native Tourist: In Search of

Turtle Eggs”（2 0 0 0年Swiftwinds Books発

行、ドイツ語版は0 2年Horlemann Verlag

より発行）など。また、“Far Eastern

Economic Review”に発表した記事に関

し、CNN や CNBC などからインタビュー

を受けた。

氏は、S P Fの招きにより、ミャンマータ

イムズ社主ロス・ダンクリー氏とともに来

日、7月2 5日にはアジアクラブ、ミャンマ

ー総合研究所、笹川汎アジア基金共催によ

るセミナー“スーチー女史解放後のミャン

マー”で、スピーカーを務めた。また、自

民党宮下創平氏、民主党鳩山由紀夫氏、同

古川元久氏ら国会議員、およびマスコミ各

社と面談したほか、2 6日には日本外国特

派員協会で講演を行った。

議員宿舎を訪ねて、
民主主義政府を実感

日本滞在で
唯一心残りだったこと
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■2002年度　事業計画（9月理事会決定分）

事業実施者事　業　名

Royal Scientific Society（ヨルダン）

形態

助成 1／3 11,200,000

年数 事業費（円）

一般事業

中東発展ビジョン探求

事業実施者事　業　名

インドネシア国際戦略研究所（CSIS）

財団法人日本国際交流センター（JCIE）

マレーシア経済研究所（MIER）

ベトナム開発戦略研究所（DSI）

形態

助成

助成

助成

助成

1／3

1／3

1／3

1／2

4,200,000

8,200,000

8,400,000

4,900,000

年数 事業費（円）

汎アジア基金事業

ASEAN若手政治家リトリート会議

アジアの中の日本とロシア

ラオスにおける経済予測モデルの開発

ベトナム・ASEAN経済予測リンケージの開発

■『1 0 0年ぶりの民法改正――いま、何故？』笹川平和財団

発行（オンデマンド出版）――財団法人公益法人協会理事

長・太田達男氏講演録

■『2 1世紀の人類に対して今我々ができること――プラハに

おける世界の著名人との対話をもとに』堀武昭著、笹川平和

財団発行（オンデマンド出版）――チェコ・ハヴェル大統領

主導のもと開催されている「フォーラム2 0 0 0」会議の過去5

年間の記録――「フォーラム2 0 0 0会議：グローバルギャップ

の打開を目指して」事業関連書籍

■『朝鮮半島の将来と国際協力』笹川平和財団発行（オンデ

マンド出版）――「朝鮮半島の将来と国際協力」事業（2 0 0 1

年度実施）成果物

■『Central Asia: A Gathering Storm?』Boris Rumer編、

M.E. Sharpe社発行――「中央アジア・コーカサス諸国支

援」事業成果物
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